
調布市立多摩川小学校
令和6年度

Ⅰ校内研究について
Ⅱ校内研修について

1



令和6年度

Ⅰ校内研究について

2



昨年度の校内研究について
低学年・中学年・高学年の
生活・総合の授業実践

（意見）どのような授業実践をする
と良いのか方向性をより具体的に
していきたい。

（意見）子どもが主体的に学ぶこと
や自分の考えを表現することを伸ば
していきたい。

（意見）様々な
教科や教員の
授業実践を観て
学び合いたい。

（成果）どの授業においても、子
どもが主体的に取り組む姿が見
られた。

（意見）一人一実践の研究授
業を行い、お互いに見合って
いく方が授業力が高まると思
う。

（意見）アンケート調査で
結果を示すのではなく、
数値に見えない部分こ
そ大切なのではないか。

学校評価・校内研究のまとめより
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令和6年度
校内研究主題

主体的に学び自分の思いを表現できる子
～PBL型授業の実践を通して～

Problem Based Learning 問題解決型の授業
１時間の授業で実施されることが多い。

長い時間（単元を通して）実施されることが多い。

Project Based Learning 課題解決型の授業
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なぜPBL型の授業が大事なのか

あらゆるものを取り巻く環境が変化し、将来の予測が困難な時代

内容ベース
(コンテンツ・ベースト)

資質・能力ベース
(コンピテンシー・ベースト) 
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知識を一方的に教えて、繰り返し練習させるだけでは、生きて
働く知識・技能にならない！！6



問題（ Problem ）や課題（ Project ）

各教科等の特質に応じた見方・考え方
を働かせて解決する

PBL型授業

個別最適な学び 協働的な学び

ICTの活用自由進度学習

振り返る

これを繰り返すと

対話

主体的に学び自分の思いを表現できる子

発展的に考える統合的に見る

一斉授業

資質・能力が育まれる

グループ
活動

教え合い
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問題（ Problem ）や課題（ Project ）

自分ごとになる問題や課題

自分の住んでい
る市の気温の変
わり方

教科書の問題

多様な見方・考え方ができる問題・課題

統合的・発展的に考えることのできる問題・課題

答えのない問題・課題
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問題（ Problem ）や課題（ Project ） 「長篠の戦い」のニュース
を作ろう！
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補助線の引き方を工夫してL字型の図形の
面積を求めよう！

問題（ Problem ）や課題（ Project ）

子どもが考え
ないといけな
いところ（補
助線を引く）
を明示しては
いけない！！
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各教科等の特質に応じた見方・
考え方

PBL型授業

主体的に学び自分の思いを表現
できる子
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令和6年度
校内研究主題

主体的に学び自分の思いを表現できる子
～PBL型授業の実践を通して～
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量的研究法 質的研究法

研究方法について

◯比較「A指導法とB指導法の
効果の比較」
◯実態調査「分からない問題が
あったら、自分で考える。」子ど
もが◯%いる。
◯仮説検証・・・〇〇の手立てを
行うことで、□□するだろう。

「〇〇の手立てを行うことで□□する子が◯%
増えた。」って本当？発達段階やその他の要因
は考慮に入れなくて良いの？

ある子どもは上がって、ある子どもは下がって、
平均◯%上がったで良いの？

「なぜAの子は上がって、Bの子は下がった
の？」という数値で表されない重要なところに
焦点を当てることができない。
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質的研究法

一般的に、観察したものを文章として記録していき、
事実を明らかにしていく方法

量的研究法と大きく違うの
は、仮説検証を行うことが
量的研究法で、質的研究法
は様々な具体的な事実を基
に「◯◯になりそうだ。」
と仮説を作る（仮説生成）
ことがゴールになる。

授業実践後、協議会で「PBL
型授業で〇〇（手立て）する
と、より主体的に学び自分の
思いを表現できる子が育まれ
そうだ」ということを具体的
に、グループで話し合い記録
にまとめていく。

〇〇の手立てが良かったね。 〇〇すれば、もっと良い
と思うよ。
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研究スケジュール

９月
異学年グループ
（４名・５名）
に指導案説明
※このグループの
授業または授業動
画を必ず視聴する。

９月～１２月（1月までにまとめる）

・授業実践をする。
※学年グループの教員に動画を撮
影してもらう。
・授業実践後に９月～12月の間に
異学年グループと協議会を行い
（また学年グループや授業を観察
したその他の教員からも意見をも
らい）「主体的に学び自分の思い
を表現する子を育む手立て」を授
業者がまとめる。

５月～８月
学年グループ

・単元決め
・教材研究
・指導案作成

※Project Based Learning（課題解決型の授業）の場合は、単元のどの時間でも、
実施可能です。主張したい場面を公開して下さい。
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令和6年度

Ⅱ校内研修について
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共有したいこと
〇ICTの活用
〇授業の仕方
〇学級経営
〇働き方改革

令和6年度
Ⅱ校内研修について

勤務時間内に研修
をして欲しい！

いろいろな先生
の話を聞きたい。
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伝えたい実践やチャレンジしてアドバイスをもら
いたいものについて下の中から1〜４個選んで発表
する。
〇ICTの活用
〇授業で大切にしていること
〇学級経営で大切にしていること
〇働き方改革

令和6年度
Ⅱ校内研修について
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【場所】理科室
【協議】1グループ４人・５人（その中で、発表者２人
ぐらい）
※発表者はＡ４（１、２枚）に実践をまとめ説明する。

14：30～14：35
14：35～14：55 20分間（グループＡで協議）
14：55～14：15 20分間（グループＢで協議）

残りの時間は校内研究の準備等をする。

令和6年度
Ⅱ校内研修について
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